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論 文 内 容 の 要 旨
階～唐の際に成立 した道教経典 『太玄眞一本際纒』(以下 『本際纒』と略す)と 、 それに関連す
る道教思想を主たる考察の対象とした本論文 は、「論述篇」と 「資料篇」か ら構成される。「資料篇」
は、「論述篇」の基礎資料 とすべく作成された 『本際経』の 「校本」である。本経 は唐代初期 に成
立 したと思われるが、その完本は現存せず、その大部分を敦煙から発見 された写本に依拠せざるを
得ないが、 これらも首尾完具 したものは少な く、文字の異同 ・誤りも多い。従って、様々な文献を
材料 に、その不備を補わねばな らない。こうして作成されたものが 「校本」である。 この 「校本」
作成の結果、『本際纒』の各巻の当時に於ける流布の状況、重視のされ方、『本際経』各版の系譜の
問題等が、ある程度明 らかとなった。「論述篇」の考察はこうした成果を基になされている。以下、























く見 られる 「道性」の概念を核とする得道論め立場 に、衆生 自体 に即 したより主体的な得道思想が
形成されていた可能性を指摘することができ、先行する六朝時代の神格による救済という立場との
関わりか らも注意すべき現象と考え られる。こうした唐初の得道思想を研究する上で 『本際経』 は
極めて重要な意味を持つ。本論考では、先ず第一編で 「本際纏』の文献的考察を試みる。即ち、従








文の文字の異同など、『本際纒』各巻の外面的状況を検討 した。その結果、「異称」 とは、 「異称」
を持っ巻が独立 した一っの経典 として単独で流通 していた際の名称であると推定 した。そして、巻
一、四、六、七、八が本来 「本際纒』 として制作 されたものと推測 し、その内、巻八は後に独立 し
た経典 として異称を冠 して流布 したと推定 し、巻九 ・十はそれぞれ本来異称を冠 した個別の経典と
して制作されたものが、後に 『本際経』の一部 となったものと推測 した。又、巻二、三に就いては、







巻の思想的背景を究明 した。その結果、『本際経』の多 くの巻は 「古霰寳纒」の 「元始奮経」系 と
「昇玄纏』を重視するが上清派経典の色彩を濃 く残す巻五と、「太上洞玄露寳往生救苦妙纒』 に依拠
する巻十とが性格を異にしていることが判明した。又、仏典に就 いて は、『般若纒』『大智度論』
『法華纏』「浬葉纏』『法句讐喩経』等の影響を強 く受けていることが具体的に確認 された。 この内、
巻七が 『法句讐喩経』の翻案であるのは例外的なものであるが、巻二 ・九に於ける 『浬葉経』の借
用のし方が顕著であり、他巻と比較 した際のこの両巻の特徴 となっていた。
第三章 『本際脛』の 「神格」について
第三章では、『本際纒』各巻に登場する 「神格」を主として 「古露寳纏」『昇玄纒』を中心 とする
六朝期の道教の神格の系譜か ら考察 した。その結果、上清派道教の神格が登場する巻五 と、「古憲
寳纒」『昇玄纒』を受け継 ぐ他巻とは神格の系譜が異なる巻十との両巻が、特殊な ものとして注意
すべきであることが判明 した。又、『本際纏』が重視する 『昇玄経』の主要神格である 「張道陵」
が登場 し、且つ相互に関連性が有る巻一 ・三 ・四が一っのまとまりと考えられ、残 りの巻二 ・六 ・
七 ・八 ・九は、「昇玄纒』「古璽寳纒」に登場する神格、本来上清派道教の神格であったとされるも
のが登場 している点で共通 しているが、巻六は巻一 との共通性 も見 られ、巻九 は逆に神格の系譜が
この五巻の中で も異なるものであった。以上の検討か ら 『本際経』の全体を大 きく分類するならば、
巻五 ・十はそれぞれ別個に扱い、巻一 ・三 ・四を一纏まりとし、巻二 ・六 ・七 ・八 ・九 は又別の纏





巻本」 としての 「本際経』を想定するならば、冒頭の体裁を備える巻一 ・二 ・八 ・十が 「五巻」本
の第一巻としてふさわしい体裁を持っ巻 ということになる。一方、付属 ・流通は、巻一 ・二 ・三 ・
五 ・六 ・八 ・九 ・十に見 られるが、 この内 ・巻二は単独の経典としての首尾の形式を完備している。
又、巻九 ・十の冒頭には 「天尊」の居所、脊属などが言われ、末尾には経の伝付 と流通に関する記
述がそれぞれ見 られることから、やはり一部の経典 としての体裁を完備 した巻 と言える。以上のこ
とから、その体裁の側面のみに着 目すれば、「五巻本」としての 『本際纏』の第一巻 に適当なもの
は巻一であり、最終巻に適当なものは巻三 ・五 ・六 ・八の何れかということになる。
第五章 総 括
以上の検討からすれば、「五巻」「十巻」 という数字 はともかくも、『本際経』が統一的視野の下
に編纂 されたものではないことが明白となったと思われる。「内的検討」以下の結果か ら 『本際経』
十巻を総括するならば、巻一 ・三 ・四 ・六 ・七を 『昇玄経』『定志経』『五篇眞文』を所依の経典 と
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する一っの纏まりと考えることができ、 この点は、「外的検討」か ら導き出された巻一 ・四 ・六 ・
七 ・八を一纏まりとすべきだという結論 とほぼ合致する。巻一は 「本際纒』全体に通 じる諸法無自
性の立場を打ち出 し、巻三は修めるべき行 ・経典を説いていた。巻四は清浄な心の状態と、迷いに
よる万象の現象化の過程、得道の可能性 としての 「道性」等を論 じ、巻六は巻一 ・四の立場に基づ
きっっ、得悟の境地としての浄土論を論 じていた。巻七は讐喩を説 く巻であり、巻八は、巻四の得
道の境地、巻六の浄土ぺと至 るための手段 としての 「兼忘」「重玄」を論 じた巻であった。残 りの
巻にっいては、巻二は、 自己の教えの正当性を主張する 「十二法印」を、巻九は 「身相」を論 じる
ことをそれぞれ主軸とするものであった。巻五はかなり特殊なものと考えられるが、「臓悔」 の思
想がその中心に位置づけられていた。巻十には主題 と言えるものを見 い出す ことが出来ず、又、
『本際纒』の巻十 として流通 した形跡 もほとんど無いことか ら、それ程重視された巻 とは考え られ
ない。 以上の推論から、その全体の変遷を辿 るならば、700年頃の成立とされる 『道教義椹』 に
巻一 ・二 ・三 ・四 ・六 ・八 ・九が 『本際纒」 として引用されていることから、 この時期までにはほ
ぼ十巻としての纏まりを見せていたと考えられる。だが、ほぼ同時期の成立 とされる 「道門経法相
承次序』 は巻二 ・三 ・八 ・九を異称で、『妙門由起井序」 も巻二 ・三を異称で引用 している。 従 っ
て、論者が推定する単行本 も同時に流通 していたと考えられる。 この後、700年代初期を境に、『本
際纒』の引用文としては、巻五 ・八 ・九 ・十は確認 されなくなる。その後、巻一 ・二 ・三 ・四 ・六
は巻数 ・字句の乱れを示 しながらも中～晩唐成立 とされる 『要修科儀戒律砂』にまで引用されるが、
それを最後に姿を消す。巻二のみは南宋の文献にまで引用 され、現在 『道藏』に 「太玄眞一本際妙
糸整』付属品一巻が収められているのである。
第六章 補論 ・作者について
第六章は、従来 「本際経」の作者 と見なされてきた劉進喜 ・李仲卿にっいて、僅かではあるが現
存する彼ら自身の手になるものとされる文献を基に考察 し、現存する資料か らでは、 この両者を
『本際経』の作者であると積極的に肯定することも否定することもで きないことを補論 したもので
ある。
第二編 各論 『太玄眞一 本際経 』 に見 られる諸概念 の思想 史的研 究
序
第二編では、『本際纒』に見 られる幾っかの重要概念の思想史的意義を検討 した。予めそれ らを
総括 してお くな らば、「本際」は得道を達成 した者の境地、そこに到 る過程に関わる概念であり、
そこには徹底 した空の思想が有る。そ して、「眞一」は 「本際」の境地をその不二の側面 か ら表現
したものであり、「道」を衆生 との不一不二の関係から捉える立場を示す。 この 「道」 と衆生 の一
体化の問題は 「道性」の思想に於いてより明確になる。そして、「道性」の顕現が 「得道」である
とされる以上、その顕現の過程は、それを示す衆生の機根の差異によって左右されることになる。




『本際経』の得道論を検討する前提 として、同じく 「霰寳纒系経典」と考えられる 「古露寳纒」
『昇玄纒』『業報因縁纏』などの六朝の経典の得道論を検討 した。「古験寳纒」 には様々な得道の手
段が述べ られているが、その根底には、衆生の状態を管理する 「名簿」の観念と、それと密接に関
わる 「縁」の観念が共通 していた。 これらは、絶対的神格の存在を前提とする救済論と言うべきも
のであり、従って、あらゆる衆生に共通する本来性などが得道と関わって重視されることはそこに
は見 られない。「嬢寳纒」の系譜につ らなるとされる 『昇玄経』 は得道を心の問題 として捉え る傾
向が強いにも関わらず、その得道論は 「古璽寳纏」の救済論と大差が無い。これに対 し 「業報因縁
経』は、「如來藏」的 「道性」の観念を初 めて説いた道典 とされていることか らも分かる様 に、
「清浄」なる衆生の本来性を根拠に、「臓悔」 しさえすれば一切の業報は解消 して得道へ到ると主張
している。 この立場は、「古霰寳纒」『昇玄纒』 とは大いに異 なるものであ り、 『本際纒」 以降の
「道性」を核とする衆生による得道論の先鞭を付けたものと考えられる。
第二章 「本際」の思想
「本際経』の思想の中核の一っである 「本際」の概念は、迷いとしての 「初一念」が生 じる以前
の純粋な心を意味すると同時に、そうした根源的な在 り方に於いて生滅する様々な現象をも意味す
るものである。この 「本際」の思想は、「古憲寳纒」の一つ 『定志纒』の 「爾半」思想 と、仏教の
「本際」思想とに依拠 して構築されたものである。後者 に関 しては、従来 は 『阿含纒』 乃至は 『中
論』の 「本際」思想が下敷 きとなったものとされてきたが、本論では、「本際」 の語に積極的な意
味付けを行った竺法護訳出の古訳仏典の立場が 『本際纒』と密接に関わるものであることを指摘 し、
同時に、根源と現象の双方を意味する 『本際纒』の 「本際」の思想に、『大乗起信論』 との接点 を
見い出した。本章の後半では、『本際纏』の 「本際」思想の受容の例 として、李栄の思想 と、偽経





ることから、先ず 『三元眞一纒』を中心に六朝上清派経典の 「眞一」「三一」思想を検討 し、 それ
等があくまでも体内神であることを確認 した。一方、「古霰寳纒」の場合 は、体内神 としての 「三
一」は見 られるものの、「眞一」は全 く異なる文脈で用いられ、「三一」と 「眞一」とには差異が見
られる。『昇玄纒』では、「三一」は同様に体内神として言われてはいるものの、そこには空の思想
の裏付けが有り、一方の 「眞刊 は相対的現象か ら自在であり、安定集中 した心の状態と働きを意
味するものとされてあり、こうした 『昇玄経』の 「眞一」は、上清派の体内神としての 「眞一」 と
鋭 く対立するものである。次いで、 この 『昇玄纏』の立場を重視 した階の 「玄門大論三一訣」の立
場を検討 し、六朝最末の段階では、「眞一」が智慧 と関連 して論 じられることが多いことを指摘 し、
『昇玄経』の 「眞一」の立場 もこうした状況の中に成立 したものであることを検討 した。最後 に、
『本際纒』以降の道教文献に見 られる 「眞一」の用例を検討 し、唐代に於いては、「眞一」は 「道」
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の本体論の枠組みで論 じられると同時に、人間の本来性として も位置付けられていることを指摘し、
「道」と人の本来性とを不即不離のものとする唐代道教思想の中に 『本際纒』の 「眞一」思想 も位
置付けられていることを指摘 した。
第四章 「道性」の思想
唐代道教の得道論に於いて重要な意味持っ 「道性」思想に関 し、本章では、道家思想自体に見 ら
れる 「道」が万物の本来性 とされているという立場 と、道教の得道論は本来は神格 としての 「道」
と不可分のものであったが、唐代に至ると、神格 と衆生 とを不一不二の関係 として捉える傾向が強
くなったという経緯を踏まえて考察を行 った。前半では、『本際纒』の各種の 「道性」思想を検討
し、各巻の成立状況も考慮 に入れ、得悟への可能性 としての 「道性」 と、「大道」 その ものを意味
する 「道性」とが平行 して有 り、 これらを踏 まえっっ、その両解釈を融合す る形での 「道性」が構
築されたと推測 した。そして、文献的には、「道」そのものを意味する 「道性」 の語が道家の文献
に早くから見 られ、又、教えに精進する者の心の在 り方を意味する、衆生 自体に即 した 「道性」の
語も仏教の著述を中心 に早 くから存在することを確認 し、「道」その ものを、それ故 に真理をも意
味するであろう 「道性」の語 と、修道を志す衆生の心の状態を意味する 「道性」の語 とが既に六朝
期に出そろっていたことを確認 した。『本際纒」 を中心 とす る唐代 の 「道性」思想は、 これ らの
「道性」の語を踏まえるものであろう。後半では、唐初の幾っかの道典の 「道性」思想 を分析 し、
「道」としての性格を強 く残す 「道性」 と、「仏性」の影響を強く受 けた 「道性」 との並存、或いは、








る。従来道教の 「三乗」 は 「洞眞 ・洞玄 ・洞神」の 「三洞」が相当するとされることが多かったが、
②では、肉体的長生を求めるのが 「小乗」、煩悩の滅却を自利の次元で行 うものが 「中乗」、それに
利他の精神が加わったものが 「大乗」であるとしている。そして、(4)のタイプにも共通する点 とし
て、 これらが、段階を追って 「小乗」か ら 「中乗」「大乗」へと進展するとされていることを指摘
できる。そして、肉体的長生を低 く見る立場、人を上 ・中 ・下に分け、下か ら徐々に移行させてい
くという理解、自利よりも利他を重ん じる 「大乗」の立場、 これらは既に 「古憲寳纒」に於てほぼ
出揃 っているものなのであり、そこに 『昇玄纏』等を媒介に空による 「大 ・小乗」の理解を加味し、
更に 『昇玄経』には見 られない 「中乗」の語を導入することで、「小乗」→ 「中乗」→ 「大乗」 と





得道への意欲を意味する 「道意」「道心」は・衆生の主体的得道論 と深 く関わる問題である。『本
際経』では巻により差異が有 るものの・基本的には 「始嚢道心」「襲大道意」「襲上道心」の段階を
経て、「退位」「不退位」「大乗」 とその境地が進展 していくとされている。そしてこれ らの 「道意」
の全てが 「嚢す」 とされており、衆生自身の 「意」「心」であることが分かる。この 『本際纏』 の
「道意」思想は基本的には 「古塞寳経」や 『昇玄経』のそれを継承 したものと考えられる。「古憲寳
纏」には衆生自身が 「嚢す」る 「道意」「道心」の語が見 られ、初歩的なものか ら、「大乗」の境地
を意味するものまでが見 られる。 しか し、 『昇玄纒』では 「無上正眞道意」を 「知る」或いはそれ
と 「合す」 るとされており、その 「道意」は、神格としての 「道」の 「意」「心」を意味するもの
と思われ、その性格が異なっている。又、 これ ら 「古塞寳纏」『昇玄纒』の 「道意」 には段階的な
階梯は設けられていないのである。 これらの後を承けつつ も、『本際経』 は全ての 「道意」「道心」
を 「爽す」 るとし、そこに階梯を設けているのは、仏教の 「嚢意」の影響によるものであると同時
に、得道の対象である 「道」を衆生自体に即 して考えようとする 『本際経』の得道論の立場とも関
わるものでもある。又、この 「無上正眞道意」の語は古訳仏典に多く見 られるものであり、更に、
僅かに 『般若経』一つの中で論 じられている 「磯道意」に関する記述の中に、「本際経』 までの道
典に見られる道教の 「道意」「道心」思想のほとんどの要素を見ることができる。仏教の 「道意」
思想の影響が如何に多大であったかを知ることが出来る。




彼 らに事実上の 「嚢意」をさせていた。 ここに、一切の衆生を救 うべきという 「度人」の思想 に基
づ く救済の立場 と、衆生自身の主体的な動機付けを必要とする 「道性」を軸とする得道論の立場 と
いう、二っの立場が併置された結果を見ることが出来 る。
総 括
第二編に於いて検討 した 「本際経』の諸概念は、以後の道教思想史に大 きな影響を与える一っの
転換点として位置付けることが出来るが、同時に、先行する道教思想を土台 として、そこに様々な
要素を付け加えることで構築されたものでもあった。その意味からすれば、「難寳纒系経典」 とし
ての道教思想は、『本際経』に到って一つの到達点に達 したと言 うことが出来 る。 そ して、 この諸
























巻もしくは一、四、六、七、八巻が一つのまとまりをもっ ものであるのに対 して、十二法印を説 く
第二巻や究極者の身相を論ずる第九巻の両巻はこれらと多少異なるものであり、また俄悔を説 く第
五巻はきわめて特殊なものであり、残る主題不詳の第十巻は流通 した形跡がほとんどなか ったよう
だとしたうえで、 しか し、いずれにしても、これら全てを含んだ十巻本は、遅 くとも、西暦700年





霊宝経から 『昇玄纒』、『業報因縁経』へ と至る六朝期の霊宝経系経典に見 られる得道論を概観 して、
長期に亘 る無数の善行の積み重ねによって救済者と 「縁」を結びその 「名簿」に記名されることに
よって外在する絶対的神格の救済に与 ることができるという古霊宝経の他力救済論が、得道を心の
問題として捉える 『昇玄纒』を経て、 『業報因縁経』になると本来清浄なる衆生性にもとついた心
か らの俄悔によって即座に一切の業報を消滅させるという自力的得道論へと変化 し、 これが 『本際
纒』以後の 「道性」によって得道を保証するという自力得道論の先駆となったという。以下、第二
章か ら第六章まで、「本際経』の得道論において重要な意味を持っ 「本際」、「真一」、「道性」、「三
乗」、「道意」、「道心」について、六朝階唐時代の用法を抽出して比較対照 し、『本際経』 に見 られ













道家道教思想に早 くから見える 「道」を 「道性」 とする考え、万物の本来性を 「道」とする考え、
仏教思想で教えに精進する衆生の心に即 して 「道性」をいい、一切衆生の仏への可能性を 「仏性」
として強調する考えなど、 いずれも六朝期に既に揃 っていたものを踏まえたものであるという。
『本際経』の 「三乗」 は、肉体的長生を求める 「小乗」、煩悩の滅却を自己だけで追求す る 「中
乗」、煩悩の滅却を利他の精神で行なう 「大乗」、 というように衆生の機根に応 じた三種の教えの意
味があるが、 これは、洞真 ・洞玄 ・洞神 という道教三洞説にもとつ くというより、古霊宝経以来の
下か ら上へ自利から利他へという考えに、『昇玄纏』などの空思想、さらには 「中乗」 の観念を加
えて形成されたもので、そこには 『法華纒』『大智度論』などに見 られる仏教の三乗観 の影響が極
めて濃厚である。1
『本際経』の 「道意」「道心」は、神格による救済という 「度人」の思想と衆生 自身 による得道
という 「道性」の思想 とが交錯するするところに構想 されたもので、神格の働 きで衆生が発心 して
か ら得道に至るまでの各段階での衆生の心の深まりを問題 とするものである。 これは、神格の 「意」
や 「心」の意味で此の語を用いる 『昇玄纒』 とは立場を異 にするもので、古霊宝経が衆生 自身の
「発道意 ・道心」をいい大乗の境地をそれで示す思想を承けつっ、そこには見えない階梯の観念 を
加えたものであるが、実は、『般若纏』の 「発道意」の説明には既に 『本際纒』の 「道意」思想が
尽 くされており、「無上正真道意」の語が古訳の 『般若経』に頻出することとも絡んで、仏教思想
の甚大な影響のもとで成立 したものであることが確認 される。
以上六章の検討を踏 まえて、部分的には神格による救済 という思想を残 しっっも、空の思想を根
底に衆生の心の問題 として得道論を随所 に展開した 『本際経』は、霊宝経系道教思想の到達点を示
すものであり、唐初以降の諸道典における引用が、当時の道教思想界が本経典に如何なるものを求
めたかを如実に示 しているという。神格 による他力救済から道性による自力得悟への転換 という道
筋の　付けや、主要概念の検討 にあたっては、なお細心の配慮の必要を感 じさせる箇所があるが、
論者が提示 した数々の新見解はそれを補 って余りあると言 うべきである。









整理 して校本を作 り、 これと六朝以来の諸道典とを比較対照、深思熟考 して成 った本研究は、 これ
までの 『本際纒』研究を飛躍的に進め階唐道教研究に確かな礎石を据えたに止まらず、六朝階唐思
想史の本格的研究にも新たな視角を提供するものである。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を受けるに十分の資格を有すると認められる。
一151一
